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    This report deals with 10 cases of multiple vesicolithiasis we experienced from 

1953 to 1957. 

   24 was the largest in number and 95.2g was the largest in total weight of stones. 

   Out of 10 cases, 8 had the condition of bladder neck obstruction due to prostatic en-

largement, one had vesicorectal paralysis after spinal injury and one had undergone gas-

trectomy previously. 

   Etiological, statistical and therapeutical problems were discussed.

緒 言

多発性膀 胱結 石 とい うの は2コ 以 上 の結 石 が

同時 に膀胱 内に 存す る も のを い うの で あ るが,

多発例 の割 合 は伊 賀 に よれ ば13.2%,板 倉に よ

れば23%,矢 野 ・遠藤 に よれ ば1196,村 上 一小 川

に よれ ば17%,大 川に よれ ば17%,Crenshaw

によれCt'330/oとな つ て い る.し か し丈 明 の進 歩

とともに下部 尿石 症 の相 対 的減 少 が み られ る傾

向 とともに膀胱 結 石 の多 発例 も最近 はむ し ろ珍

らしくなつ て お り,京 大 昭和32年 の統 計 を例 に

とつて も膀胱 結 石 症30例 中 多 発例 は3例 にす ぎ

ない.こ こに最 近 経験 した 多発 性 膀 胱 結 石症10

例につ いて簡 単 に報 告 す る.

症 例

1.K.K,68δ,会 社員,滋 賀県

初診:昭 和28年6月22日

主訴;頻 尿,排 尿痛及び血 尿

既往歴=肺 炎

現病歴:昭 和28年2月 頃 よ り排尿後会陰部に鈍痛を

きたす ようにな り,5月 に入つて終末排尿痛の激化 と

ともに頻尿,血 尿,歩 行困難を伴なつて きた.

主要所見:尿 中に大腸菌,球 菌多数証明,膀 胱鏡 検

査で前立腺の腫大 と膀胱底部に位置す るスズメ卵大結

石5コ をみ とめた.イ ソジゴ左右排泄良好.PSP2時

間値80%,単 純撮影に よる結石陰影はあま り明瞭で は

ない.

治療:昭 和28年6月30日Sectioaltaに て結石を除

去した.3層 よりな る尿酸塩結石であ るが2年 後に仁

丹 大結石の多発的再発をみて吸引除去を行つ てい る.

2.H.1,696,農 業,滋 賀県

初診;昭 和28年9月2日

主訴:排 尿障害

既往歴=淋 疾

現病歴:昭 和27年9月30日 夜突然尿線中絶す.カ テ

ーテル排尿処置を うけている うち12月頃 よ り自然排尿

可能となつたが28年8月 末 より排尿障害が悪化 しネラ

トン留置のまま来科した,尿 線は無力点滴状で排尿痛

著 明.

主要所見:栄 養減退,前 立腺肥大症所見あ り,単 純

撮影 によ り栂指頭大結石4コ を膀胱部にみ とむ.PSP

45%.

治療:Sectioaltaに て結石を除去 し,つ づいて
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SuprapubicProstatectomyを 行 な っ た.結 石 は リ

ン酸 塩 を 主 成 分 とす る もので あつ た.

3.S.T,296,農 業,京 都 府

初 診:昭 和29年7月17日

主 訴:終 末 排 尿 痛,頻 尿

既往 歴:25才 の とき右 大 腿骨 折,26才 の と き胃切 除

術(胃 潰 瘍)

現病 歴 二3年 ほ ど前 よ り右腎 部 癌痛,血 尿,終 末 排

尿 痛 な どの症 状 が あ つ て砂 の排 出をみ た ので来 科 した

主要 所 見:腎 孟 結石 及 び鶏 卵 大 球形 の膀胱 結 石4コ

を 単純 撮 影 及び 膀胱 鏡 的 検査 に よ り証 明 した.PSP

63.9%.

治療:昭 和29年7月20日Sectioaltaを 行 な う.

と り出 した結 石 は 次 の如 くで あ る.

重 量

A40.29

B29.2

C15.8

D9.9

容 積 大 ぎ さ 比 重

25cc4.5×3.3×3.Ocm1.61

193.5×3.0×2.41.54

103.6×2.7×2.71.58

62.6×2.7×2.11.65

切子面

4

3

3

4

す べ て淡黄 白色 で 表面 平 滑,総 重 量95.29に 及 び,板

倉 の報 告 した102.39に わ ず か に 及ぼ な いが 巨 大 とい

え る.成 分 は リン酸 ア ンモニ ウム ・マ グネ シ ウ ム と尿

酸 ア ンモ ニ ウムの混 合 で あつ た.胃 切 除 に よつ て もた

らされ た 新 らしい体 液 環 寛と くに酸 塩 基 平衡 と関 連 し

て この よ うな結 石 の発 生 をみ た もの とお もわ れ る.腎

孟 結石 に 対 し ては 後 日Pyelolithotomyを 行 な つた

4.K.H,65♂,タ オ ル商,京 都 市

初 診:昭 和29年6月9日

主 訴:排 尿 困 難,頻 尿

既 往 歴:白 内障

現 病 歴:5年 前 よ り排 尿 困難 あ り.昭 和25年 に前立

腺 肥 大 症 と診断 され 同時 に栂 指 頭 大膀 胱 結石1コ の砕

石 術 を うけた.

主 要 所 見:膀 胱 鏡 検 査 では 肉 柱形 成 著 明で 結 石 の た

め 三 角 部 はみ え な い 単 純撮 影 で 結石 陰 影14～15コ を

み とめ る.前 立 腺 は著 明 な肥 大 像 を しめ す,PSP

87.5%.

治 療=29年6月29日Sectioaltaに よ り結 石 を 除

い ての ちSuprapubicProstatectomyを 行 な つた .

5,1.M,71δ,教 員,滋 賀県

初 診:昭 和29年5月6日

主 訴:尿 閉,血 尿

現 病歴:数 年 来排 尿 困難 が あ つ たが 突 如 尿 閉を きた

し カテ ー テル排 尿 を 行 な うに 至 る.

主要 所 見:前 立腺 著 明 に肥 大,残 尿,550cc,単 純

撮影 にて膀胱部に8コ の結石陰影をみ とめ,膀 胱鏡検

査にてこれが著明な肉柱の間 に存在 しているのを確認

した.PSP45%。

治療:同 年5月25日RetropubicProstatectomy

を行 なつて同時に 白色卵形の小結石8コ を除去した,

尿酸塩が主成分で あつた.

6,K.1,23♀.三 重県

初診:昭 和29年7月1日

主訴=排 尿困難

現病歴:3年 前に背部を強打 して第12胸椎に外傷を

うけ,下 肢運動障害,知 覚障害及 び膀胱直腸麻痺をき

たす ようになつた.

主要所見 ・膀胱部 の外か ら結石様 のものを 触知す

る.膀 胱鏡検査を行 な うと膀胱尿は膿尿様に混濁し,

洗瀞水が充分膀胱 に入 らないので膀胱底部に揖指頭大

の灰白色結石5コ をみ とめなが らもYoung異 物鉗子

が用い られず,結 石鉗子を経尿道的に挿入してこれを

除去 した.リ ソ酸塩を主成分 としている.

脊 椎外傷のあ とに膀胱結石の発生することは宮尾等

に よつ ても報 告され てお り,Buntsに よれば半身不

随の最初数カ月間はHypercalcemiaが 起 ることが結

石形成 に或程度影響 してい るとい う,し かし尿の停滞

と感 染が主な原因であ ろ う.

7.K.1,706,京 都市

初 診:昭 和30年8月9日

主訴:完 全尿閉

現 病歴:昭 和28年 より前立腺肥大症の症状があり,

血尿を きた寸 ようにな り,主 訴の もとに来科した.

主要 所見:前 立腺肥大 し,膀 胱 は肉柱形成著明で,

底部に粟粒大か らえん どう大 までの無数の球形結石を

証 明した。イ ンジゴ排泄良好.PSP64%.

治療:昭 和30年8月12日RetropubicProstatect-

omyを 行なつて これ らの結石は遺残のないようガ闘

ゼで完全にぬ ぐい とつた.リ ン酸塩を主成分 としてい

る.

8.J.S,626,農 業,福 井県

初診=昭 和32年11月2日

主訴=排 尿困難

既往歴:5年 前にCystolithQtomyを うく

現病歴=32年8月 頃 よ り無力性尿線,血 尿,頻 尿を

み るようにな り,と きに尿線 中絶す.残 尿感著明.

主要所見:前 立腺肥大像 の他,膀 胱三角部から後三

角部にかけて数 コの示指頭大 の結石がつみかさなつて

いるのをみ とめた 。単純撮 影に よつ ても層形成のはつ

き りした7コ の結石陰影をみ とめ る.腎 機能良好.

治療:前 回のSectioaltaの あ との癒着のために
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Retzius腔 に入れず,SuprapubicProstate:tomy

を行 なつ て結 石 も除去 した,互 い に切 子面 を もつ6面

体形 のもの4コ,8面 体形 の もの3コ で あ つた.

9.E.T,736,農 業,京 都府

初診:昭 和32年8月15日

主訴:血 尿,無 力性尿 線

主要所見:膀 胱 鏡検査 で後 三角 部を 中心 として約20

コの略同形同大 の白色結 石が卵 の よ うに重積 す るの を

み とめた.P3P72.5%.

治療:Se:tioaltaに て24コ のえ ん ど う大 尿酸 塩結

石を除去 した.

10.U.M,726,歯 科 医,京 都市

初診:昭 和32年9月26日

主訴:完 全 尿閉

既往歴:7年 前に 小指 頭大 の膀 胱 結石14コ をSectio

altaで 摘出.

この患者は結局前 立腺 把大症 が20年 以 前か ら進行 し

てきて多発性膀 胱結 石を合 併 した もので,X線 写真 で

膀胱部 に小指頭 大結石 陰影4コ をみ とめ,Retropu-

bicProstatectomyを 行 なつ て同 時 に4コ の 略同 形

同大の尿酸塩結石 を除去 した.

考 按

多発性膀胱 結 石は膀 胱 内に 多数 の結 石核 が 同

時に存 し,そ こか ら構造,成 分 を 同 じ くす る略

同大の結石が 生ず る もので あ る.と きに密 着 し

て接す る結 果切 子面 をな して い る.多 発 とい つ

ても砂状の ものは数 に入れ ず ,我 々の症 例 の う

ち24コが最 高 で,こ れ舛 か つ て京 大 の伊 賀 の行

なつた統計 中最 高22コ を上 まわ る もので あ る.

丈献では板倉 の38コ とい うのが あ るが 大 体5コ

までが圧倒的 に 多い

年令的にみ る と10例 の うち20才 台 の2例 を除

けばあ とはみ な60才 以上 で
,あ き らか に老 人に

多い.板 倉は12才 女 子 の2コ の膀 胱 桔 石例 を報

告 しているが最年 少に 属す る もの とみ て よし、,

性別を みる と勿 論 男子 が ほ とん どで ,女 子は

脊髄損傷例 のみ で あ る.こ れ は前 立 腺疾 患等 に

よる尿停 滞が膀 胱 拮 石形 成 の主 要 な原 因 で あ る

ことを考 えれ ば当然 で あ る
.ま た この こ とは膀

胱結石 の再 発率 の 多 い理 由で もあ り,我 々の症

例で も10例 中4例 まで がか つ て い ち ど高 位切 開

による摘 出術 を うけ てい る し
,10例 中6例 まで

は前立腺 肥大症 を基 礎 的疾 患 と して い る.
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多 発性 膀胱 縮 石 の 治 療 に つ い て 一 言 ふ れ る

と,1870～1919年 のMassachusettsGeneral

Hospita1の 統 計 に よれ ばLitholapaxy362例

に対 しSuprapublicCystolithotomy63例 で

あつ て,砕 石 術 が 圧 倒 的 に 多 く,我 国 で もそ う

い う傾 向が あつ た.

しか し現 在は抗 生物 質 も進 歩 した か らOpen

Surgeryを 行 な つた 方 が よい とい う こ とに な

つ て お り,結 石形 成 の原 因 的 疾 患 を も治 療 す る

こ とが 強調 され て い る.と こ ろがBarnesは む

しろLitholapaxyを す す め て い る.彼 に よれ

ば,も し熟 練 す れ ばTURで 前 立 腺 も摘 除 して

10～20分 で結 石 を も除 去 で き る とい い,Open

Surgeryは

1)

2)

3)

4)

5)

結 石 の大 きい とき

DiverticulUmの 中 に 入 つ て い る とき

と くに大 き い前 立腺

尿道 狭 窄

砕 石器 の使 用 に 術 者 が 熟 練 して い な い と

き等 に限 る との べ て い る.

結 語

最 近5年 間 に経 験 し た 多発 性 膀胱 結 石 症10例

に つ い て報 告 し た.最 多数 例 は24コ,最 大総 重

量 は95.29で あつ た.前 立 腺 肥 大症 を 原 因 的疾

患 とす る もの が 多 くBladderNeckObstruc-

tionと 結 石 とは互 い にCirculusvitiosusを な

して進 行す る とい え る.特 殊 な もの で は 脊 髄 外

傷 後 膀 胱 直 腸 麻 痺 に も とず くの が1例,胃 潰 瘍

の た め 胃切 除 術 を うけ た若 年者 の1例 で あ る .
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